
校章の作成について 

  

◎検討方針 

校章は，校旗・体育館の舞台の一文字幕（水引）・校舎等の施設関係，名札・体操服等の物

品関係及び学校からの配布物，学校HP等の印刷物関係に使用されることが考えられる。 

物品関係については平成30年度には各物品の発注を行い，平成30年度中に用意，設置する

必要があるため，校章は平成29年度前半の決定を目標とする。 

 

 

◎デザイン募集・選定方法の参考 

近隣自治体 

参考１ デザインを公募した事例  

 茨城町で平成２７年４月に町立川根・上野合・沼前・駒場小学校の４校を統合して青葉小

学校を開校し，さらに平成２８年４月に町立石崎・広浦・長岡第二小学校の３校を統合して

葵小学校を開校した。 

 両小学校の校章は茨城町在住者を対象にデザイン案を募集し，統合準備委員会で選考した。 

※採用された校章はグラフィックデザイナーに補正を依頼している。 

※デザイン案が選ばれた人に対し賞状・副賞（1万円程度，児童生徒の場合は，図書カード）

を用意している。 

 

参考２ デザインコンペを実施した事例 

 鉾田市で平成２８年４月に市立巴第一・大和田・徳宿・舟木・青柳小学校の５校を統合し

て鉾田北小学校を開校した。校章については，市章デザインの選考方法を参考に茨城デザイ

ン振興協議会に依頼し，デザインコンペを実施した。応募の６作品で投票を行い，投票結果

を踏まえて推進委員会で選考した。 

 

参考３ デザイン事務所に依頼した事例 

 かすみがうら市で平成２８年４月から市立下大津・美並・牛渡・宍倉小学校の４校を統合

して霞ヶ浦南小学校と市立佐賀・安飾・志士庫小学校の３校を統合して霞ヶ浦北小学校を開

校した。校章は株式会社ツクバ・インフォメーション・ラボに作成を依頼して，提案のあっ

た７点から，準備委員会で４点に絞ってから保護者・教職員にアンケートを実施して選考し

た。 

※平成２６年４月に開校した霞ヶ浦中学校の校章を公募した際，市章作成にかかわった同社

に選定に参加してもらった。小中のデザインのバランスを考慮して同社への依頼としている。 

 

参考４ デザインを児童から募集した事例 

 行方市で平成２８年４月に市立津澄・要・武田小学校の３校を統合して北浦小学校を開校

した。校章は統合する小学校の児童から募集し，デザイン事務所を入れて選考した。 

 

参考１ 



 

その他自治体（県外） 

参考その他 デザインを公募した事例（制限なし） 

 応募対象に制限をつけないで募集を実施した。賞金を高額に設定し，公募サイト等でも周

知をおこなって，全国規模のデザインコンペを行っている。 

 長崎県西海市立西海小学校 

 兵庫県多可郡多可町立八千代小学校 

 

◎その他～色について～ 

学校のイメージカラーを決定することで今後の協議予定である校旗の作成，体操服の選定

等にもつながっていくため，色についての検討を行うことも必要と考える。 

・校名から想像する色を委員会で決めてから，校章募集をする。 

・校章のデザインを募集した際に，イメージカラーをつけてもらう。 

※印刷物等には白黒で掲載されることが多いことも考慮する。 

 

 

◎協議事項（案） 

・募集をするか募集をせずに特定の人等（専門家，デザイン会社，児童）に依頼するか作成

方法について検討をする。 

 



小川小学校 橘小学校 小川南中学校

野田小学校 上吉影小学校 下吉影小学校 小川北中学校

堅倉小学校 竹原小学校 納場小学校 羽鳥小学校 美野里中学校

玉里小学校 玉里北小学校 玉里東小学校 玉里中学校

青葉小学校 葵小学校

鉾田北小学校

霞ヶ浦南小学校 霞ヶ浦北小学校 霞ヶ浦中学校

北浦小学校

校章デザイン

行方市

かすみ

がうら市

鉾田市

茨城町

玉里地

区

美野里

地区

小川北

中学区

小川南

中学区



学校名

大洗町立大洗南

小学校

取手市立取手東

小学校

行方市麻生東小

学校

常陸太田市里美

小学校

稲敷市立新利根

小学校

募集方

法等

募集（制限なし） 募集（地域） 募集（児童のみ） ？ 依頼

作成者 ？ 小学生 児童 ？

筑波大学芸術学

群教授

学校名

新潟市日和山小

学校

大分県別府市立

山の手小学校

神奈川県箱根町立箱

根の森小学校

三重県伊賀市立

三訪小学校

三重県伊賀市立

成和東小学校

募集方

法等

依頼 募集（児童のみ）

募集（児童・生徒及び

町内在住・在勤）

募集（制限なし） 募集（制限なし）

作成者 新潟大学教授 児童 児童 ？ ？

学校名

三重県伊賀市立

成和西小学校

三重県伊賀市立

阿山小学校

募集方

法等

募集（制限なし） 募集（制限なし）

作成者 ？ ？

校章

校章

校章

校章デザイン



体操服等の選定について 

 

県内の小中学校で使用する体操服等の納品実績のある業者に，小川南小学校で使用する

体操服等について提案いただき，その中から選定を行うこととしました。 

 

体操服等の選定の実施行程 

１ 提案募集の参加依頼 

 

参加依頼書を送付する。参加の意思表示は，参加表明書等を事務局へ提出する。 

 

【添付１】 参加依頼書（別紙１参加表明書・別紙２会社紹介書） 

【添付２】 小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案の募集について 

 

２ 参加者への説明 

 

今回の体操服等の提案の募集について，提案方法等の説明を行う。 

【添付３】 小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案方法について 

 

３ 第１次選定（プレゼンテーション）の実施 

 

第１次選定を開催して，体操服等候補案を３点選定する。 

【添付４】 小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の選定方法について 

 

４ 最終選定 

各学校のＰＴＡの投票を行う。 

 

 

スケジュール案 

年度内に第1次選定を行い，4月のＰＴＡ総会での最終選定を行う。 

 

２月７日 第４回総務・通学部会 募集・選定方法を作成する。 

３月１日 第９回準備委員会   募集・選定方法を報告し，実施の承認を得る。 

３月上旬 提案募集の参加依頼  依頼書を送付，参加表明書等の提出 

     参加者への説明    説明会を開催する。 

３月下旬 第１次選定      第１次選定を開催する。 

４月   最終選定       各学校で展示・投票を行う。 

 

 

参考２ 



平成  年  月  日 

 

各 位 

 

小川小学校・橘小学校統合準備委員会 

委員長 久保田輝男 

 

体操服等の提案の募集について（依頼） 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて，私ども，小川小学校・橘小学校統合準備委員会は，小川南小学校を平成３１年４

月に開校するための諸事項について，検討を行っております。 

このたび，小川南小学校で使用する体操服等の提案を募集して，選定を行いたいと考え

ております。 

つきましては，体操服等の提案の募集に参加いただきたくお願い申し上げます。 

 

記 

 

案件名 

小美玉市立小川南小学校おいて使用する体操服等の提案の募集 

※参照「小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案の募集について」 

 

参加の確認について 

参加について別紙１「参加表明書」及び別紙２「会社紹介書」を平成○年○月○日

までに，事務局まで提出してください。 

 

参加者への説明について 

参加者への説明会を後日実施いたします。期日は別途通知にてお知らせいたします。 

 

不明な点がございましたら，下記の事務局の担当まで，ご連絡ください。 

 

小川小学校・橘小学校統合準備委員会事務局 

小美玉市教育委員会 施設整備課 学校づくり推進係   

担当：戸塚 聡 

〒311-3492 茨城県小美玉市小川 4-11 

ＴＥＬ  0299－48－1111 内線 2212 

ＦＡＸ  0299－58－4526 

ＭＡＩＬ shisetsu@city.omitama.lg.jp 

添付１ 



別紙１ 

平成  年  月  日 

 

小川小学校・橘小学校統合準備委員会 

委員長 久保田輝男 様 

 

 

 

所在地 

社名 

代表者名 

 

 

参加表明書 

 

小川小学校・橘小学校統合準備委員会が実施する小美玉市立小川南小学校の体操服等の

提案の募集について参加いたします。 

 

 

記 

 

参加する提案 

小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案 

 

添付書類 

別紙「会社紹介書」 

 

連絡先 

部 署 名                            

 

担 当 者                            

 

所 在 地                            

 

電 話 番 号                            

 

メールアドレス                            

 

 

 

 

 



別紙２ 

 

会 社 紹 介 書 

 

 

名 称 

 

 

 

所 在 地 

 

 

 

代 表 者 

 

  

創 立 年 

 

 

資 本 金 

 

 

千円 

 

従 業 員 数 

 

 

 

支 店 等 の 拠 点 

 

 

 

 

 

納 入 実 績 

 

 

 

品質管理・生産体制 

 

自社の特色・アピール 

 

 



小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案の募集について 

 

小美玉市立小川小学校と同橘小学校が統合して，平成３１年４月に開校する小美玉市立

小川南小学校において使用する体操服等の選定を行うため，納品業者へ提案の募集を行い

ます。 

 

１ 提案を募集する学校 

 

学校名   小美玉市立小川南小学校 

学校概要  小美玉市立小川小学校と同橘小学校が統合します。小美玉市の南部に位

置する赤身台にあった小川南中学校が，旧小川高校へ移動した跡地に，新

校舎を建設して開校します。 

 

開校時想定児童数 

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合計 

78 82 86 90 71 76 483 

 

２ 募集する体操服等について 

 

（１）体操服等は長袖・長ズボン，半袖・半ズボンの４点です。 

（２）体操服等の校名・名札の仕様は下記の表のとおりとします。 

（３）ファスナーが無いものとします。 

（４）色についての指定はありません。 

（５）購入時の価格が，４点の合計15,000円（税込）以下とします。※１ 

 

表 校名・名札の仕様について 

品名 校名・名札の仕様 参照「市内小学校仕様体操服」 

長袖 左胸 校名のプリント・氏名の刺繡 小川小学校 

長ズボン 左ウエスト 氏名の刺繡 小川小学校 

半袖 左胸 校名・氏名記入欄のプリント 羽鳥小学校 

半ズボン 左すそ 校名のプリント 内側名前タグ 小川小学校 

  

３ 提案方法について 

 

・各社，異なるタイプで２点まで提案していただけます（１点でも可）。 

・提案書及び製品見本を用意してください。※２ 

 

４ 選定について 

 

  第１次選定…プレゼンテーションを行い選定します。 

審査員は学校職員を除く，小川小学校・橘小学校統合準備委員会の総務・通学部会

及びPTA部会の部会員です。 

提案から３点に選定します。 

 

添付２ 
業者配布用 



最終選定…保護者の投票を行い選定します。 

第１次選定結果により，各学校に提案書及び製品見本を展示して，保護者による投

票を行います。 

 

５ その他 

 

・市内及び県内の小中学校で使用する体操服等を納品した実績があり，安定した供給

ができることとします。 

・平成29年○月○日までに参加表明書を提出してください。※３ 

・体操服等については，平成３０年４月から使用します。 

・提出いただいた提案書等の書類は，返却しません。 

・製品見本は，選定終了後に返却します。 

 

※１について，校名・名札・刺繡を含み，150cmサイズの価格で，お見積りください。 

※２について，「提案書」は任意様式で作成いただきます。 

※３について，「参加表明書」は参加依頼文の別紙となります。 

  

後日，説明会を実施する予定です。質疑等については説明会にて受付けます。 

 

 

 

 

小川小学校・橘小学校統合準備委員事務局 

小美玉市教育委員会 施設整備課 学校づくり推進係    

担当：戸塚 聡 

ＴＥＬ  0299－48－1111 内線 2212 

ＦＡＸ  0299－58－4526 

ＭＡＩＬ shisetsu@city.omitama.lg.jp 

 



小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の提案方法について 

 

１ 募集する体操服等について 

 

（１）体操服等は長袖・長ズボン，半袖・半ズボンの４点です。 

（２）体操服等の校名・名札の仕様は下記の表のとおりとします。 

（３）ファスナーが無いものとします。 

（４）色についての指定はありません。 

（５）購入時の価格が，４点の合計15,000円（税込）以下とします。※ 

 

表（２） 校名・名札の仕様について 

品名 校名・名札の仕様 参照「市内小学校仕様体操服」 

長袖 左胸 校名のプリント・氏名の刺繡 小川小学校 

長ズボン 左ウエスト 氏名の刺繡 小川小学校 

半袖 左胸 校名・氏名記入欄のプリント 羽鳥小学校 

半ズボン 左すそ 校名のプリント 内側名前タグ 小川小学校 

 

※校名・名札・刺繡を含み，150cmサイズの価格で，お見積りください。 

 

２ 提案の方法について 

 

・プレゼンテーションにより提案していただきます。（説明７分間，質疑３分間程度） 

・各社，異なるタイプで２点まで提案していただけます（１点でも可）。 

・１案につき，提案書及び製品見本をご用意してください。 

・製品見本は，長袖・長ズボンと半袖・半ズボンに分けて展示してください。 

 

３ 提案書作成基準 

 

・提案書は，Ａ４判用紙縦置き，横書きで作成してください。 

・１案につき，１つの提案書を作成してください。 

・１提案書につき，３０部を作成してください。 

・提案書は，第１次選考当日に提出してください。 

・提案書には，色のコンセプト等の提案理由を記載してください。 

・提案書には，金額（４点の内訳）を記載してください。 

 

４ その他 

 

・第１次選定は審査員により３点に選定します。 

・最終選定は各学校でＰＴＡの投票をおこないます。 

・選定結果は各選定終了後に通知でお知らせします。 

・参加表明後から選定が終了するまで，選定に関わる審査員及び各学校の関係者，保

護者に個別の営業はしないでください。 

 

添付３ 

業者説明会用 



小美玉市立小川南小学校において使用する体操服等の選定方法について 

 

１ 選定方法方針 

 

保護者が主体となって選定を行えるようにする。 

選定が煩雑になり，決めかねることがないようにする。 

選定の結果が，明確となるようにする。 

 

 

２ 第１次選定…プレゼンテーションを行っていただきます。 

 

審査員は，学校職員を除く，総務・通学部会及びＰＴＡ部会の部会員とします。 

業者ごとに，提案書を提出し，製品見本を展示して説明をしていただきます。（７分間） 

説明への質疑応答をします。（３分間） 

プレゼンテーション終了後，３点に選定します。※ 

※審査員が３点を選び投票する。得票上位３点を最終選定の候補とする。 

 

 

３ 最終選定…保護者による投票を行います。 

 

第１次選定結果の３点の製品見本及び提案書を展示して投票を行います。 

投票の結果で得票数が一番多い提案を小川南小学校で使用する体操服等の案とします。 

開票は，事務局で行います。 

開票結果は，準備委員会で報告します。 

 

 

４ その他 

 

選定が終了するまで，提案に参加する業者への個別の営業は受けないでください。 

 

添付４ 準備委員会説明用 



「通学体制・通学路等・スクールバス」の検討方法について

①通学について確認

現在の両学校への通学路と新しい学校へ通学路を比較

↓

通学路・距離・時間がどのように変わるか。

・通学路がいままでと違う道路を使用することになるのか。

・通学距離・時間が短くなるのか長くなるのか。

②通学等に対する考え方の共通理解

国の基準，近隣の統合小学校の状況等から通学距離基準を検討する。

↓

通学に要する適当な時間・距離はどのくらいか。

③スクールバス

スクールバスは統合したことで遠距離通学になる児童の通学支援である。

↓

・利用者の負担（負担の要否）

・利用対象

◎通学の基準を作成する。

通学の基準を作成し，共通の考え方をもつ。

例）原則として徒歩通学。登校班は○人くらいま

でとして，高学年の児童が２人以上となることが望

ましい。

◎スクールバス運行計画を作成する。

利用対象をもとに運行経路を選定する。

停留所の確保，運行回数を検討する。

◎安全の確保

危険箇所への対応方法の実施について検討する。

安全対策の検討

◎安全対策の確認・・・立哨の実施状況，１１０番の家の設置状況等現在の状況

↓

継続しなくてはならないこと。新たに対応しなくてはならないこと。

◎危険箇所の確認・・・危険な場所（交通安全上なのか？それ以外か？）の確認。

↓

どのように対処できるか。誰が対処できるか。

新新新新しいしいしいしい通学体制通学体制通学体制通学体制

安全に通学できる。

安心して通学できる。

できるだけ，通学の

負担に偏りのない通

学体制とすることを

目指す。

参考３



　　　　平成31年開校時　小川小学校区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在籍児童分布（推計）

８５名

８９名

８２名

９０名

７５名

８０名

平成３１年開校時　在籍児童分布推計

（平成２６年５月３０日現在　住民基本台帳に基づく）

学年 小川小学校区 橘小学校区

※各学年対象者範囲

計

４年生 ６５名 ２５名

６２名 ２３名

２年生

３年生

５５名

５０名

３４名

３２名

1年生

４８名 ２７名

６年生 ５２名 ２８名

  計 ３３２名  計 １６９名

５年生

合計５０１名

測定箇所

①　1.7ｋｍ．　中延北交差点

 1年生：平成24年4月2日～平成25年4月1日生

 2年生：平成23年4月2日～平成24年4月1日生

 5年生：平成20年4月2日～平成21年4月1日生

 6年生：平成19年4月2日～平成20年4月1日生 

②　3.2ｋｍ．　やすらぎの里入口

③　4.2ｋｍ．　宮田地区新農村集落センター

 3年生：平成22年4月2日～平成23年4月1日生

 4年生：平成21年4月2日～平成22年4月1日生

④　2.8ｋｍ．　下田（一）地区交差点（精米所付近）

⑤　4.5ｋｍ．　下田第二公民館

⑥　5.8ｋｍ．　下田（二）地区交差点（石岡ゴルフ倶楽部付近）

⑦　1.5ｋｍ．　川戸地区交差点

⑧　3.0ｋｍ．　小川浄水場付近

⑨　2.0ｋｍ．　田中台入口

⑯　7.7ｋｍ．　陣屋交差点

⑩　3.0ｋｍ．　羽木上地区新農村集落センター

⑪　4.0ｋｍ．　与沢地区新農村集落センター

⑫　6.6ｋｍ．　山野交差点

⑬　6.8ｋｍ．　与沢百里，下吉影古新田境界交差点

⑭　4.0ｋｍ．　橘小学校正門

⑮　6.0ｋｍ．　倉数公民館

距離と時間の目安

バス徒歩（低学年）徒歩（高学年）

１ｋｍ

３ｋｍ

５ｋｍ

７ｋｍ

１５分

４５分

７５分

―

※徒歩の参考：通学距離・時間の推奨値（日本建築学会）

※バスの参考：路線バスの時刻表作成の際の目安「時速３０キロ」

２０分

６０分

１００分

―

２分

６分

１０分

１４分

××××13

××××6

××××9

××××8

××××4

××××5

雷

神

官

舎

⑭⑭⑭⑭4.0km

⑮⑮⑮⑮6.0km

⑯⑯⑯⑯7.7km

⑬⑬⑬⑬6.8km
⑧⑧⑧⑧3.0km

⑫⑫⑫⑫6.6km

⑪⑪⑪⑪4.0km

④④④④2.8km

①①①①

1.7km

⑦⑦⑦⑦1.5km

⑨⑨⑨⑨2.0km

⑩⑩⑩⑩3.0km

②②②②3.2km

③③③③4.2km

⑤⑤⑤⑤4.5km

⑥⑥⑥⑥5.8km
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通学時間・距離の考え方 

 

１．小美玉市立小中学校規模配置適正化実施計画（平成２７年２月 小美玉市教育委員会）

の「９ 学校再編において配慮すべき事項」において，下記のように実施することと示して

います。 

 

（２）通学路の安全対策 

 学校再編による通学区域の変更に伴う危険箇所の点検を行い、通学路の安全対策 

について、早期に整備できるよう調整します。信号機や横断歩道の整備については、 

早期に設置できるよう警察署や関係機関に働きかけます。 

 

（３）通学支援 

 学校再編により遠距離通学になる児童には、スクールバスを運行し、通学に対す 

る負担軽減と安全を確保します。 

 文部科学省の通学距離基準では、小学校は概ね４km以内と規定されています。 

本市でもこの距離基準を目安としますが、学校や保護者の要望等を踏まえ、従前の 

通学距離や通学班等、地域の実情に即した距離基準を弾力的に設定します。なお運 

行ルート、運行回数、運行時間、停留所等の設定のほか、利用者負担のあり方につ 

いて、（仮称）小学校統合準備委員会で決定します。 

 

 

２．「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引～少子化に対応した活力

ある学校づくりに向けて～」（平成２７年１月２７日文部科学省）に通学距離及び通学時間

の考え方として以下のように示されています。 

 

（２）学校の適正配置（通学条件） 

 

【通学距離による考え方】 

○ 国では、公立小・中学校の通学距離について、小学校でおおむね４㎞以内、中学校ではお

おむね６㎞以内という基準を、公立小・中学校の施設費の国庫負担対象となる学校統合の条

件として定めていることから、通学条件を通学距離によって捉えることが一般的となってい

ます(14)。 

○ 徒歩や自転車による通学距離の基準を定めている市町村も相当数ありますが、そのほとん

どが小学校で４㎞以内、中学校で６㎞以内又はそれ以下の距離を基準として定めており、中

には、地域の通学路の実態を踏まえ、徒歩と自転車で異なる基準を設けているところもあり

ます。 

○ なお、小学校５年生と中学校２年生を対象に、通学距離とストレスとの関係を調べた研究

によると、小学校で４㎞以内、中学校で６㎞以内という通学距離の範囲においては、気象等

に関する考慮要素が比較的少ない場合、ストレスが大幅に増加することは認められませんで

した(15)。 

参考５ 



○ これらを踏まえれば、徒歩や自転車による通学距離としては、小学校で４㎞以内、中学校

で６㎞以内という基準はおおよその目安として引き続き妥当であると考えられます。その上

で、各市町村においては、通学路の安全確保の状況や地理的な条件に加え、徒歩による通学

なのか、一部の児童生徒について自転車通学を認めたり、スクールバスを導入したりするの

かなども考慮の上、児童生徒の実態や地域の実情を踏まえた適切な通学距離の基準を設定す

ることが望まれます。 

 

【通学時間による考え方】 

○ 他方、児童生徒の実際の通学の状況を見た場合、スクールバスの導入事例や多様な交通機

関の活用事例が増加しており、児童生徒の通学条件を、徒歩や自転車による通学を前提とし

た通学距離だけで設定することは実態にそぐわないケースが増えています。上述した、公立

小・中学校の施設費の国庫負担においても、文部科学大臣が教育効果、交通の便その他の事

情を考慮して適当と認める場合には、４㎞、６㎞の範囲に収まらない統合に伴う施設整備も

同様に国庫負担の対象としており、実際にはスクールバス等を活用することにより、小学校

で４㎞、中学校で６㎞の通学距離を大きく上回る統合事例もあります。 

○ このため、通学時間の観点から各市町村の通学条件の基準を調査した結果、「交通機関を

利用した場合の通学時間」を基準として設定している市町村の中では、おおむね１時間以内

と設定している例が多いことが明らかになりました。また、過去の統合事例を分析したとこ

ろ(16)、統合後の最遠方からの通学時間は１０分未満～７５分までと幅広いものの、９割以

上が１時間以内となっていました。 

○ 交通機関の活用により通学時間が長くなったり、毎日の徒歩の時間が減少したりすること

に伴い、体力の低下や家庭学習の時間の減少といった様々な課題も生じ得るところですが、

全国的には創意工夫を生かしてこうした課題の解消を図っている事例も存在します。例えば、

スクールバスの乗車時間を有効活用する観点から、音声教材の活用や図書館司書等の同乗に

よる朗読活動を行うなどの工夫をしたり、校門から一定の距離でスクールバスから降車させ、

歩数を確保する取組を行っている学校もあります。 

○ さらに、学校での体力づくり活動の充実や、遊具・運動場の環境整備等といった対策を行

っている学校、児童生徒の疲労等に配慮し、長時間バスに乗った状態から学校での活動に入

るために心身の状態を円滑に切り替えていく観点から、学校に到着した後、軽い運動を行う

時間を設けている学校もあります（課題解消のための具体的な工夫については第３章（３）

で詳述します） 

○ 以上のようなことを総合的に勘案した場合、適切な交通手段が確保でき、かつ遠距離通学

や長時間通学によるデメリットを一定程度解消できる見通しが立つということを前提として、

通学時間について、「おおむね１時間以内」を一応の目安とした上で、各市町村において、

地域の実情や児童生徒の実態に応じて１時間以上や１時間以内に設定することの適否も含め

た判断を行うことが適当であると考えられます。 

○ なお、特に小学校の場合、通学距離や通学時間を検討する上では、低学年の児童と高学年

の児童との体力の違いも考慮に入れる必要があります。地域の実情や児童生徒の実態に応じ

て適当と判断される場合には、例えば、低学年については分校に通わせ、高学年になったら



本校に通わせるといったことも一つの対応策として考えられます。 

 

【各地域における主体的検討の重要性】 

○ いずれにしても、各地域が抱える課題や実情は様々であることから、通学距離や通学時間

についても機械的に本手引の考え方を適用することは適当ではありません。各市町村におい

ては、児童生徒の発達段階、保護者のニーズ、通学路の安全確保、道路整備や交通手段の状

況、気候条件、学校統合によって生じる様々なメリット、通学時間が長くなることによるデ

メリットを緩和したり、解消したりする方策の可能性、その際の学校・家庭・地域・行政の

役割分担の在り方などの観点を全体的に勘案して、総合的な教育条件の向上に資する形で、

通学距離や通学時間の目安を定め、学校の適正配置の検討を行う必要があります。（「３章

（３）統合により生じる課題への対応」参照） 

 

(14) 義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条第１項第２号。ただ

し、この条件に必ずしも適合しない場合においても、文部科学大臣が教育効果、交通の便そ

の他の事情を考慮して適当と認める場合には同様に国庫負担の対象としています 

（同条第３項）。 

(15) 文部科学省新教育システム開発プログラム「通学制限に係わる児童生徒の心身の負担に

関する調査研究」（平成２０年） 

(16) 「学校規模の適正化及び少子化に対応した学校教育の充実策に関する実態調査」（調査

時点：平成２６年５月１日）において、過去３年間の統廃合事例をしっ皆調査した結果に基

づくものです。 



（仮称）小川南小学校の通学に関するアンケート結果

参考６
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配付数 回答数 施設別割合 回答率
333 242 51.5% 72.7%
156 107 22.8% 68.6%

50 41 8.7% 82.0%
33 12 2.6% 36.4%
33 23 4.9% 69.7%
62 45 9.6% 72.6%

667 470 100.0% 70.5%

（仮称）小川南小学校の通学に関するアンケート結果

すずらん保育園
さくら保育園

合計

施設名
小川小学校
橘小学校

元気っ子幼稚園
ひばり保育園

小川小

学校, 

51.5%

橘小学

校, 

22.8%

元気っ子

幼稚園, 

8.7%

ひばり保

育園, 

2.6%

すずらん

保育園, 

4.9%

さくら保

育園, 

9.6%

施設別割合施設別割合施設別割合施設別割合

小川小学校

橘小学校

元気っ子幼稚園

ひばり保育園

すずらん保育園

さくら保育園

72.7%
68.6%

82.0%

36.4%

69.7% 72.6% 70.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

回答率回答率回答率回答率（（（（施設別施設別施設別施設別））））

平成２８年１１月２２日に開催した第２回総務・通学部会において，実施決定となった「（仮称）小川南小

学校の通学に関するアンケート」について，平成２８年１１月２８日（月）に配付し，平成２８年１２月５日

（月）に回収を行いました。

配付及び回収の結果は以下のとおりとなりました。

※配付数について

小学校の配付数は平成２８年９月１日現在の児童数です。

1



２ 問1〜問10集計

〜全体〜

2



問1 選択肢 回答数 比率 住所地名 回答数 比率
ア 小川小学校区 310 66.0% 小川 153 32.6%
イ 橘小学校区 148 31.5% 下馬場 9 1.9%
ウ その他 12 2.6% 小塙 4 0.9%

合計 470 100.0% 中延 56 11.9%
宮田 4 0.9%
与沢 35 7.4%
倉数 27 5.7%
山野 44 9.4%
幡谷 20 4.3%
川戸 38 8.1%

外之内 18 3.8%
無回答 50 10.6%
その他 12 2.6%

合計 470 100.0%

問2 選択肢 回答数 比率
ア．未就学児 121 25.7%
イ．1年生 66 14.0%
ウ．2年生 62 13.2%
エ．3年生 48 10.2%
オ．4年生 61 13.0%
カ．5年生 58 12.3%
キ．6年生 54 11.5%

合計 470 100.0%

問１ どこの地区にお住まいですか。

問２ お子様は何年生ですか。

ア 小川

小学校

区, 

66.0%

イ 橘小

学校区, 

31.5%

ウ その

他, 2.6%

学区学区学区学区

ア 小川小学校区

イ 橘小学校区

ウ その他

32.6%

1.9%

0.9%
11.9%

0.9%7.4%
5.7%

9.4%

4.3%

8.1%

3.8%

10.6%
2.6%

住所地住所地住所地住所地

小川

下馬場

小塙

中延

宮田

与沢

倉数

山野

幡谷

川戸

外之内

無回答

その他

25.7%

14.0%
13.2%

10.2%

13.0% 12.3%
11.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

学年学年学年学年
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問3,4選択肢 問3 回答数 問4 回答数 問3 比率 問4 比率
ア．徒歩 264 170 75.6% 48.7%
イ．徒歩と車での送迎 61 81 17.5% 23.2%
ウ．車での送迎 20 98 5.7% 28.1%
エ．路線バス 4 0 1.1% 0.0%
オ．その他 0 0 0.0% 0.0%
無回答 0 0 0.0% 0.0%
合計 349 349 100.0% 100.0%

【時間】回答数 【距離】回答数 【時間】比率 【距離】比率

ア．〜20分未満，〜1km 148 97 42.4% 27.8%
イ．20分〜30分未満，1km〜2km未満 108 130 30.9% 37.2%
ウ．30分〜40分未満，2km〜3km未満 64 80 18.3% 22.9%
エ．40分〜50分未満，3km〜4km未満 22 22 6.3% 6.3%
オ．50分〜60分未満，4km〜5km未満 6 8 1.7% 2.3%
カ．その他 0 5 0.0% 1.4%
無回答 1 7 0.3% 2.0%

合計 349 349 100.0% 100.0%

問5 選択肢【時間】，【距離】

問３ 登校をどのようにしていますか。 問４ 下校をどのようにしていますか。

問５ 現在，通学に要する時間・距離（自宅から学校まで）は，どのくらいですか。

登校

下校

0.0%

50.0%

100.0%

75.6%

17.5%
5.7%

1.1%
0.0%

0.0%

48.7%

23.2% 28.1%

0.0%
0.0%

0.0%

登下校方法登下校方法登下校方法登下校方法

時間

距離

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

42.4%
30.9%

18.3%

6.3% 1.7%
0.0%

0.3%

27.8%
37.2%

22.9%

6.3%

2.3%
1.4%

2.0%

通学時間通学時間通学時間通学時間・・・・距離距離距離距離
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回答数 比率 比率 比率
〜1km 18 3.8% 4.5% 2.7%
イ．１km〜２km未満 142 30.2% 33.5% 23.0%
ウ．２km〜３km未満 188 40.0% 39.7% 41.9%
エ．３km〜４km未満 92 19.6% 17.1% 25.0%
オ．４km〜５km未満 21 4.5% 4.2% 3.4%
カ．その他 0 0.0% 0.0% 0.0%

9 1.9% 1.0% 4.1%
470 100.0% 100.0% 100.0%

回答数 比率
ア．〜１km 20 4.3%
イ．２km以上 190 40.4%
ウ．３km以上 162 34.5%
エ．４km以上 90 19.1%
オ．その他 3 0.6%
無回答 5 1.1%

470 100.0%

無回答

問６ 選択肢

問7 選択肢

合計

合計

問６ 文部科学省の基準では，通学範囲はおおむね４ｋｍ以内とされていますが，徒歩通学に要

する距離（自宅から学校まで）は，どのくらいが限度だと思いますか。

問７ 通学支援として，スクールバスを計画していますが，スクールバスを利用する場合，

どのくらいの距離から利用するのがよいと思いますか。

～1km, 3.8%

イ．１km～２km

未満, 30.2%

ウ．２km～３km

未満, 40.0%

エ．３km～４km未満, 

19.6%

オ．４km～５km未満, 

4.5%

カ．その他, 

0.0%

無回答, 1.9% 徒歩通学徒歩通学徒歩通学徒歩通学のののの限度限度限度限度

～1km

イ．１km～２km未満

ウ．２km～３km未満

エ．３km～４km未満

オ．４km～５km未満

カ．その他

無回答

ア．～１km

4.3%

イ．２km以上

40.4%
ウ．３km以上

34.5%

エ．４km以上

19.1%

オ．その他

0.6%
無回答

1.1%

スクールバススクールバススクールバススクールバス利用距離利用距離利用距離利用距離

ア．～１km

イ．２km以上

ウ．３km以上

エ．４km以上

オ．その他

無回答
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問8 選択肢 回答数 比率
32 6.8%

イ．10分〜20分未満 200 42.6%
ウ．20分〜30分未満 178 37.9%
エ．30分〜40分未満 47 10.0%
オ．40分〜50分未満 9 1.9%

0 0.0%
4 0.9%

470 100.0%

スクールバスの利用意向
問9 選択肢 回答数 比率

ア．利用する 227 48.3%
イ．利用しない 243 51.7%
無回答 0 0.0%
合計 470 100.0%

利用する理由
回答数 比率

178 78.4%
48 21.1%

1 0.4%
227 100.0%

利用しない理由
回答数 比率

218 89.7%
23 9.5%

2 0.8%
243 100.0%合計

ア．遠距離であるため
イ．その他 
無回答

① 利用する 選択肢

② 利用しない 選択肢
ア．近距離であるため
イ．その他 
無回答

合計

無回答
合計

カ．その他

ア．〜10分未満

問８ スクールバスを利用する場合，バスの乗車時間は，どのくらいがよいと思いますか。

問９ スクールバスが運行された場合，お子様の通学に利用しますか。

ア．～10分未満

6.8%

イ．10分～20分未満

42.6%

ウ．20分～30分未満

37.9%

エ．30分～40分未満

10.0%

オ．40分～50分未満

1.9%

カ．その他

0.0%
無回答

0.9%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの乗車時間乗車時間乗車時間乗車時間

ア．～10分未満

イ．10分～20分未満

ウ．20分～30分未満

エ．30分～40分未満

オ．40分～50分未満

カ．その他

無回答

48.3%

51.7%

0.0%
スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの利用意向利用意向利用意向利用意向

ア．利用する

イ．利用しない

無回答

78.4%

21.1%

0.4%
利用利用利用利用するするするする理由理由理由理由

ア．遠距離であ

るため

イ．その他

89.7%

9.5% 0.8%
利用利用利用利用しないしないしないしない理由理由理由理由

ア．近距離であ

るため

イ．その他

無回答
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回答数 比率
ア．１，０００円 242 51.5% 0円（無料） 39
イ．２，０００円 123 26.2% その他 1
ウ．３，０００円 34 7.2% 記載なし 14
エ．４，０００円 4 0.9% 合計 54
オ．５，０００円 0 0.0%

54 11.5%
13 2.8%

470 100.0%

カ．その他
※その他は「行方市と同じ位」と意見
が記載されていた。

その他内訳

合計

問10 選択肢

無回答

問10 スクールバスの利用料は，月額でいくらがよいと思いますか。

ア．１，０００円

51.5%

イ．２，０００円

26.2%

ウ．３，０００円

7.2%

エ．４，０００円

0.9%

オ．５，０００円

0.0%

カ．その他

11.5%
無回答

2.8%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの月額利用料月額利用料月額利用料月額利用料

ア．１，０００円

イ．２，０００円

ウ．３，０００円

エ．４，０００円

オ．５，０００円

カ．その他

7



２ 問1〜問10集計

〜⼩川⼩学校区〜
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問1 選択肢 回答数 比率 住所地名 回答数 比率
ア 小川小学校区 310 100.0% 小川 153 49.4%
イ 橘小学校区 0 0.0% 下馬場 9 2.9%
ウ その他 0 0.0% 小塙 4 1.3%

合計 310 100.0% 中延 56 18.1%
宮田 4 1.3%
与沢 0 0.0%
倉数 0 0.0%
山野 0 0.0%
幡谷 12 3.9%
川戸 34 11.0%

外之内 0 0.0%
無回答 38 12.3%
その他 0 0.0%

合計 310 100.0%

問2 選択肢 回答数 比率
ア．未就学児 78 25.2%
イ．1年生 49 15.8%
ウ．2年生 38 12.3%
エ．3年生 28 9.0%
オ．4年生 42 13.5%
カ．5年生 38 12.3%
キ．6年生 37 11.9%

合計 310 100.0%

問１ どこの地区にお住まいですか。

問２ お子様は何年生ですか。

ア 小川

小学校

区, 

100.0%

イ 橘小

学校区, 

0.0%

ウ その

他, 0.0%
学区学区学区学区

ア 小川小学校区

イ 橘小学校区

ウ その他

49.4%

2.9%1.3%

18.1%

1.3%

0.0%

0.0%0.0%

3.9% 11.0%

0.0%

12.3%

0.0%

住所地住所地住所地住所地

小川

下馬場

小塙

中延

宮田

与沢

倉数

山野

幡谷

川戸

外之内

無回答

その他

25.2%

15.8%

12.3%

9.0%

13.5%
12.3% 11.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

学年学年学年学年
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問3,4選択肢 問3 回答数 問4 回答数 問3 比率 問4 比率
ア．徒歩 194 130 83.6% 56.0%
イ．徒歩と車での送迎 31 52 13.4% 22.4%
ウ．車での送迎 7 50 3.0% 21.6%
エ．路線バス 0 0 0.0% 0.0%
オ．その他 0 0 0.0% 0.0%
無回答 0 0 0.0% 0.0%
合計 232 232 100.0% 100.0%

【時間】回答数 【距離】回答数 【時間】比率 【距離】比率

ア．〜20分未満，〜1km 127 86 54.7% 37.1%
イ．20分〜30分未満，1km〜2km未満 68 99 29.3% 42.7%
ウ．30分〜40分未満，2km〜3km未満 33 31 14.2% 13.4%
エ．40分〜50分未満，3km〜4km未満 2 9 0.9% 3.9%
オ．50分〜60分未満，4km〜5km未満 2 1 0.9% 0.4%
カ．その他 0 3 0.0% 1.3%
無回答 0 3 0.0% 1.3%

合計 232 232 100.0% 100.0%

問5 選択肢【時間】，【距離】

問３ 登校をどのようにしていますか。 問４ 下校をどのようにしていますか。

問５ 現在，通学に要する時間・距離（自宅から学校まで）は，どのくらいですか。

登校

下校

0.0%

50.0%

100.0%

83.6%

13.4%
3.0%

0.0%
0.0%

0.0%

56.0%

22.4% 21.6%

0.0%
0.0%

0.0%

登下校方法登下校方法登下校方法登下校方法

時間

距離

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

54.7%

29.3%

14.2%

0.9%
0.9%

0.0%
0.0%

37.1% 42.7%

13.4%

3.9%
0.4%

1.3%
1.3%

通学時間通学時間通学時間通学時間・・・・距離距離距離距離
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回答数 比率
ア．〜１km 14 4.5%
イ．１km〜２km未満 104 33.5%
ウ．２km〜３km未満 123 39.7%
エ．３km〜４km未満 53 17.1%
オ．４km〜５km未満 13 4.2%
カ．その他 0 0.0%

3 1.0%
310 100.0%

回答数 比率
ア．〜１km 17 5.5%
イ．２km以上 118 38.1%
ウ．３km以上 110 35.5%
エ．４km以上 60 19.4%
オ．その他 2 0.6%
無回答 3 1.0%

310 100.0%

合計

問7 選択肢

合計

問６ 選択肢

無回答

問６ 文部科学省の基準では，通学範囲はおおむね４ｋｍ以内とされていますが，徒歩通学に要

する距離（自宅から学校まで）は，どのくらいが限度だと思いますか。

問７ 通学支援として，スクールバスを計画していますが，スクールバスを利用する場合，

どのくらいの距離から利用するのがよいと思いますか。

ア．～１km, 4.5%

イ．１km～２km未満, 

33.5%

ウ．２km～３km未満, 

39.7%

エ．３km～４km未満, 

17.1%

オ．４km～５km未満, 

4.2%

カ．その他, 0.0%
無回

答, 

1.0%

徒歩通学徒歩通学徒歩通学徒歩通学のののの限度限度限度限度

ア．～１km

イ．１km～２km未満

ウ．２km～３km未満

エ．３km～４km未満

オ．４km～５km未満

カ．その他

無回答

ア．～１km

5.5%

イ．２km以上

38.1%

ウ．３km以上

35.5%

エ．４km以上

19.4%

オ．その他

0.6%

無回答

1.0%
スクールバススクールバススクールバススクールバス利用距離利用距離利用距離利用距離

ア．～１km

イ．２km以上

ウ．３km以上

エ．４km以上

オ．その他

無回答
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問8 選択肢 回答数 比率
21 6.8%

イ．10分〜20分未満 132 42.6%
ウ．20分〜30分未満 122 39.4%
エ．30分〜40分未満 27 8.7%
オ．40分〜50分未満 5 1.6%

0 0.0%
3 1.0%

310 100.0%

スクールバスの利用意向
問9 選択肢 回答数 比率

ア．利用する 84 27.1%
イ．利用しない 226 72.9%
無回答 0 0.0%
合計 310 100.0%

利用する理由
回答数 比率

51 60.7%
33 39.3%

0 0.0%
84 100.0%

利用しない理由
回答数 比率

212 93.8%
13 5.8%

1 0.4%
226 100.0%

合計

② 利用しない 選択肢
ア．近距離であるため
イ．その他 

カ．その他
無回答

① 利用する 選択肢

ア．〜10分未満

ア．遠距離であるため
イ．その他 

合計

無回答
合計

無回答

問８ スクールバスを利用する場合，バスの乗車時間は，どのくらいがよいと思いますか。

問９ スクールバスが運行された場合，お子様の通学に利用しますか。

ア．～10分未満

6.8%

イ．10分～20分未満

42.6%

ウ．20分～30分未満

39.4%

エ．30分～40分未満

8.7%

オ．40分～50分未満

1.6%

カ．その他

0.0%
無回答

1.0%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの乗車時間乗車時間乗車時間乗車時間

ア．～10分未満

イ．10分～20分未満

ウ．20分～30分未満

エ．30分～40分未満

オ．40分～50分未満

カ．その他

無回答

27.1%

72.9%

0.0%
スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの利用意向利用意向利用意向利用意向

ア．利用する

イ．利用しない

無回答

60.7%

39.3%

0.0%
利用利用利用利用するするするする理由理由理由理由

ア．遠距離であ

るため

イ．その他

93.8%

5.8%

0.4%
利用利用利用利用しないしないしないしない理由理由理由理由

ア．近距離であ

るため

イ．その他

無回答
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回答数 比率
ア．１，０００円 164 52.9%
イ．２，０００円 83 26.8%
ウ．３，０００円 27 8.7%
エ．４，０００円 3 1.0%
オ．５，０００円 0 0.0%

26 8.4%
7 2.3%

310 100.0%

カ．その他
無回答
合計

問10 選択肢

問10 スクールバスの利用料は，月額でいくらがよいと思いますか。

ア．１，０００円

52.9%

イ．２，０００円

26.8%

ウ．３，０００円

8.7%

エ．４，０００円

1.0%

オ．５，０００円

0.0%
カ．その他

8.4%

無回答

2.3%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの月額利用料月額利用料月額利用料月額利用料

ア．１，０００円

イ．２，０００円

ウ．３，０００円

エ．４，０００円

オ．５，０００円

カ．その他
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２ 問1〜問10集計

〜橘⼩学校区〜
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問1 選択肢 回答数 比率 住所地名 回答数 比率
ア 小川小学校区 0 0.0% 小川 0 0.0%
イ 橘小学校区 148 100.0% 下馬場 0 0.0%
ウ その他 0 0.0% 小塙 0 0.0%

合計 148 100.0% 中延 0 0.0%
宮田 0 0.0%
与沢 35 23.6%
倉数 27 18.2%
山野 44 29.7%
幡谷 8 5.4%
川戸 4 2.7%

外之内 18 12.2%
無回答 12 8.1%
その他 0 0.0%

合計 148 100.0%

問2 選択肢 回答数 比率
ア．未就学児 41 27.7%
イ．1年生 15 10.1%
ウ．2年生 22 14.9%
エ．3年生 19 12.8%
オ．4年生 17 11.5%
カ．5年生 19 12.8%
キ．6年生 15 10.1%

合計 148 100.0%

問１ どこの地区にお住まいですか。

問２ お子様は何年生ですか。

ア 小川

小学校

区, 0.0%

イ 橘小

学校区, 

100.0%

ウ その

他, 0.0%

学区学区学区学区

ア 小川小学校区

イ 橘小学校区

ウ その他

0.0%

0.0%

0.0% 0.0%

0.0%

23.6%

18.2%

29.7%

5.4%

2.7%
12.2%

8.1%
0.0%

住所地住所地住所地住所地

小川

下馬場

小塙

中延

宮田

与沢

倉数

山野

幡谷

川戸

外之内

無回答

その他

27.7%

10.1%

14.9%

12.8%
11.5%

12.8%

10.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

学年学年学年学年
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問3,4選択肢 問3 回答数 問4 回答数 問3 比率 問4 比率
ア．徒歩 69 40 64.5% 37.4%
イ．徒歩と車での送迎 28 26 26.2% 24.3%
ウ．車での送迎 7 41 6.5% 38.3%
エ．路線バス 3 0 2.8% 0.0%
オ．その他 0 0 0.0% 0.0%
無回答 0 0 0.0% 0.0%
合計 107 107 100.0% 100.0%

【時間】回答数 【距離】回答数 【時間】比率 【距離】比率

ア．〜20分未満，〜1km 17 10 15.9% 9.3%
イ．20分〜30分未満，1km〜2km未満 38 31 35.5% 29.0%
ウ．30分〜40分未満，2km〜3km未満 28 47 26.2% 43.9%
エ．40分〜50分未満，3km〜4km未満 20 11 18.7% 10.3%
オ．50分〜60分未満，4km〜5km未満 4 4 3.7% 3.7%
カ．その他 0 0 0.0% 0.0%
無回答 0 4 0.0% 3.7%

合計 107 107 100.0% 100.0%

問5 選択肢【時間】，【距離】

問３ 登校をどのようにしていますか。 問４ 下校をどのようにしていますか。

問５ 現在，通学に要する時間・距離（自宅から学校まで）は，どのくらいですか。

登校

下校

0.0%

50.0%

100.0%

64.5%
26.2% 6.5%

2.8%

0.0%
0.0%

37.4%
24.3% 38.3%

0.0%
0.0%

0.0%

登下校方法登下校方法登下校方法登下校方法

時間

距離

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

15.9%
35.5%

26.2%
18.7%

3.7%

0.0%
0.0%

9.3%
29.0%

43.9%

10.3%

3.7%

0.0% 3.7%

通学時間通学時間通学時間通学時間・・・・距離距離距離距離
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回答数 比率
ア．〜１km 4 2.7%
イ．１km〜２km未満 34 23.0%
ウ．２km〜３km未満 62 41.9%
エ．３km〜４km未満 37 25.0%
オ．４km〜５km未満 5 3.4%
カ．その他 0 0.0%

6 4.1%
148 100.0%

回答数 比率
ア．〜１km 3 2.0%
イ．２km以上 68 45.9%
ウ．３km以上 48 32.4%
エ．４km以上 26 17.6%
オ．その他 1 0.7%
無回答 2 1.4%

148 100.0%

合計

問7 選択肢

合計

問６ 選択肢

無回答

問６ 文部科学省の基準では，通学範囲はおおむね４ｋｍ以内とされていますが，徒歩通学に要

する距離（自宅から学校まで）は，どのくらいが限度だと思いますか。

問７ 通学支援として，スクールバスを計画していますが，スクールバスを利用する場合，

どのくらいの距離から利用するのがよいと思いますか。

ア．～１km, 2.7%

イ．１km～２km未満, 

23.0%

ウ．２km～３km未満, 

41.9%

エ．３km～４km未満, 

25.0%

オ．４km～５km未満, 

3.4%

カ．その他, 0.0%
無回答, 

4.1%

徒歩通学徒歩通学徒歩通学徒歩通学のののの限度限度限度限度

ア．～１km

イ．１km～２km未満

ウ．２km～３km未満

エ．３km～４km未満

オ．４km～５km未満

カ．その他

無回答

ア．～１km

2.0%

イ．２km以上

45.9%
ウ．３km以上

32.4%

エ．４km以上

17.6%

オ．その他

0.7%

無回答

1.4%
スクールバススクールバススクールバススクールバス利用距離利用距離利用距離利用距離

ア．～１km

イ．２km以上

ウ．３km以上

エ．４km以上

オ．その他

無回答
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問8 選択肢 回答数 比率
11 7.4%

イ．10分〜20分未満 66 44.6%
ウ．20分〜30分未満 49 33.1%
エ．30分〜40分未満 19 12.8%
オ．40分〜50分未満 2 1.4%

0 0.0%
1 0.7%

148 100.0%

スクールバスの利用意向
問9 選択肢 回答数 比率

ア．利用する 136 91.9%
イ．利用しない 12 8.1%
無回答 0 0.0%
合計 148 100.0%

利用する理由
回答数 比率

120 88.2%
15 11.0%

1 0.7%
136 100.0%

利用しない理由
回答数 比率

6 50.0%
6 50.0%
0 0.0%

12 100.0%

ア．〜10分未満

カ．その他
無回答
合計

① 利用する 選択肢
ア．遠距離であるため
イ．その他 
無回答
合計

② 利用しない 選択肢
ア．近距離であるため
イ．その他 
無回答
合計

問８ スクールバスを利用する場合，バスの乗車時間は，どのくらいがよいと思いますか。

問９ スクールバスが運行された場合，お子様の通学に利用しますか。

ア．～10分未満

7.4%

イ．10分～20分未満

44.6%
ウ．20分～30分未満

33.1%

エ．30分～40分未満

12.8%

オ．40分～50分未満

1.4%

カ．その他

0.0%
無回答

0.7%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの乗車時間乗車時間乗車時間乗車時間

ア．～10分未満

イ．10分～20分未満

ウ．20分～30分未満

エ．30分～40分未満

オ．40分～50分未満

カ．その他

無回答

91.9%

8.1%
0.0%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの利用意向利用意向利用意向利用意向

ア．利用する

イ．利用しない

無回答

88.2%

11.0% 0.7%
利用利用利用利用するするするする理由理由理由理由

ア．遠距離であ

るため

イ．その他

50.0%50.0%

0.0%
利用利用利用利用しないしないしないしない理由理由理由理由

ア．近距離であ

るため

イ．その他

無回答
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回答数 比率
ア．１，０００円 74 50.0%
イ．２，０００円 37 25.0%
ウ．３，０００円 5 3.4%
エ．４，０００円 1 0.7%
オ．５，０００円 0 0.0%

27 18.2%
4 2.7%

148 100.0%

問10 選択肢

カ．その他
無回答
合計

問10 スクールバスの利用料は，月額でいくらがよいと思いますか。

ア．１，０００円

50.0%

イ．２，０００円

25.0%

ウ．３，０００円

3.4%

エ．４，０００円

0.7%

オ．５，０００円

0.0%

カ．その他

18.2%

無回答

2.7%

スクールバスのスクールバスのスクールバスのスクールバスの月額利用料月額利用料月額利用料月額利用料

ア．１，０００円

イ．２，０００円

ウ．３，０００円

エ．４，０００円

オ．５，０００円

カ．その他
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２ 問11集計
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32 件
88 件
8 件
25 件
153 件

意見の一覧は別紙となります。

153件の意見があり，内容ごとの内訳は下記のとおりです。

①スクールバスについて
② 道 路 に つ い て
③ 防 犯 に つ い て
④ そ の 他

合   計

問11 現在の通学の課題や不安に思うこと，新しい学校に通学する場合の課題や不安に思うこ

とをご自由に記入してください。
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別紙　問11集計 

























小学校小学校小学校小学校 中学校中学校中学校中学校

運行形態 委託 委託 委託 委託（運行のみ） 委託 委託 路線バス コミュニティバス

利用可能な
通学距離数

基本2km以上
（2km以内でも申請

すれば利用可）
概ね3km.以上 2km.以上 概ね4km.以上 2km.以上 6km.以上 路線バスのある

行政区 規定なし

運行回数 登校 1回
下校 2回

登校 1回
下校 1回

登校 1回
下校 2回

登校 1回
下校 2回

登校 1回
下校 1回

登校 1回
下校 2回

路線バス時刻表
による

登校１回
下校１回

コミュニティバ
ス時刻表による

登校 １回
下校 １回

4km.以上 無料

定期代
（通学定期の
1/2）
1月/12ヶ月

3km.以上
4km.未満

1年生：   無 料
2年生：1,500円
3年生：2,000円

4.5年生：3,000円
中学生：4,500円

170円区間
2,960/28,420円
240円区間
4,260/40,900円

国道50号以北
3km.未満 3,000円

路線維持のため
定期代の他に負
担あり。
児童１人につき
約12,000円

減額・免除

片道のみの場合：
1/2減額

同一世帯で
2人以上の利用の場合

2人目：1/3減額
3人目：2/3減額
4人目：  無  料

片道のみの場合：
1/2減額

同一世帯で
2人以上の利用の場合
2人目以降：1/2減額

3人目以降：無料

片道のみの場合：
1/2減額

同一世帯で
2人以上の利用の場合
2人目：1/3減額
3人目：2/3減額
4人目以降：無料

片道のみの場合：
1,500円 － － 減免・補助なし 減免・補助なし

備考

H27〜H33までの間
特例措置として，利
用料を1,000円とし
ている。

概ね3km.以上の地区
から通学する児童

(希望制)

再編計画に基づき統合
した学校の児童に対す
る通学支援として
H28.4から運行。

－ － －

平成30年度ま
での試験運行の
ため，継続して
運行するよう調
整が必要

スクールバス等運行状況

登校 1回
下校 2回

行方市行方市行方市行方市 笠間市笠間市笠間市笠間市

4km.以上を遠距離通学とする。
(3km.以上及び国道50号以北の3km.未
満でも利用可)

茨城町茨城町茨城町茨城町 堅倉小堅倉小堅倉小堅倉小 上吉影小上吉影小上吉影小上吉影小 （仮称）小川南小（仮称）小川南小（仮称）小川南小（仮称）小川南小

委託

鉾田市鉾田市鉾田市鉾田市 石岡市石岡市石岡市石岡市
かすみがうら市かすみがうら市かすみがうら市かすみがうら市

利用料

月額1,000円
（平成27年度から）

※平成26年度まで
は，月額3,000円

月額3,000円 月額3,000円 月額3,000円 無料 １回１００円

片道のみの場合：
1/2減額

同一世帯で
2人以上の利用の場合

2人目：1/2減額
3人目：2/3減額
4人目以降：無料

中型バス8台
小型バス5台

(道路開通に伴い小型バスは4台となる)

無料

参考７



2km

3km

3km

宮 田

中 根

下田(一)

二 本 松

立 延

地点付近図(小川学区)

参考８



田 中 台

2km
3km

羽 木 上

幡 谷

小川ﾆｭｰﾀｳﾝ

山 野

与 沢

地点附近図(橘学区)

2km

3km

参考9


